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（1.0×10-3mol）にエタノール 15ml 加えた 2 つの溶液を混




















鳴装置 Hitachi R-1900（NMR）により，1H-NMR を測定し






験を行った。TLC を行うと，いずれもスポットが 1 つしか
見られなかったので，そのまま 1H-NMR を測定した。 
2-5 酸素の影響 






















の 1H-NMR を図 1， 13C-NMR を図 2，スペクトルデータ



































図 1 P-1 の 1H-NMR 
 
図 2 P-1 の 13C-NMR 
 
表 1 P-1 のスペクトルデータ 
Product Spectral Data 
P-1 1H-NMR(CDCl3):δ2.36 (6H, s, CH3), 6.88-
7.22 (5H, m, Ph), 7.67-7.85 (2H, m, Ph), 
8.15-8.34 (1H, m, Ph), 8.43-8.59 (1H, m, 
Ph) 
13C-NMR (CDCl3):δ20.4 (q), 21.2 (q), 118.4 
(d), 121.5 (dd), 122.4 (dd), 125.6 (d), 126.8 
(d), 131.2 (s), 131.6 (s), 133.6 (d), 134.7 (s), 
147.5 (s), 148.5 (s), 150.9 (s), 154.9 (s), 
168.3 (s), 169.7 (s),184.2(s) 
3-2 置換基の影響 
（pre）として 3 を用いた場合，その生成物の TLC のスポ























 空気送りを止めて 1 を用いたときの生成物は TLC で 2 つ
のスポットが見られたため，2-3 と同様の方法で分離し，
1H-NMR を測定すると，P-1 と P-2 の混合物であることがわ
かった。P-3 は全く生成されなかった。（pre）が 3 の場合
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